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[郷土ゆかりの文化財編 ]

■人　　口＝90,102人（男43,155人、女46,947人）

■世 帯 数＝39,006世帯

○前年同期

　人　　口＝91,292人（男43,746人、女47,546人）

　世 帯 数＝38,854世帯

※人口・世帯数について詳しくは、本館市民登録課

　（☎41-3547）へ

10月 （本年累計・前年同期累計比）

■交通事故＝人身事故／ 20件（　122件・ ー5件）

　　　　　　死　　者／　0人（　　2人・ ＋2人）

　　　　　　負 傷 者／ 26人（　144人・ー30人）

■火　　災＝火災件数／　2件（　 40件・＋13件）

　　　　　　焼 死 者／　0人（　　5人・ ＋5人）

■救急活動＝出動件数／330件（ 3,680件・ー284件）

　　　　　　搬送人員／304人（ 3,309件・ー173件）
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12 月 1 日発行予定

『修
しゅうよう

養』
（著 新渡戸稲造）

広く庶民に読まれた
ベストセラー

問い合わせ

　花巻新渡戸記念館　☎31-2120
▲�口絵-竹内栖

せいほう

鳳（1864～1942�日本
画家。文化勲章受章）

　『
修
養
』は
、
新
渡
戸
稲
造
が
49
歳
の
明
治

44（
１
９
１
１
）年
９
月
に
、
実じ

つ
ぎ
ょ
う
の
に
ほ
ん
し
ゃ

業
之
日
本
社

か
ら
出
版
さ
れ
た
本
で
、
稲
造
が
雑
誌「
実

業
之
日
本
」に
連
載
し
て
い
た
講
話
を
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

　『
修
養
』と
は
心
を
養
う
こ
と
で
、
心
身
の

健
全
な
発
達
を
図
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
書

か
れ
ま
し
た
。
第
８
章
の「
貯
蓄
」で
は
金
銭

の
貯
蓄
だ
け
で
な
く
、
体
力
・
知
識
・
徳
の
貯

蓄
が
あ
り
、
中
で
も「
徳
」の
貯
蓄
は
誰
で
も

い
つ
で
も
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

　執
筆
時
、
稲
造
は
誰
に
で
も
理
解
で
き
る

よ
う
に
と
、
文
章
は
あ
ら
か
じ
め
家
族
や
お

手
伝
い
さ
ん
に
読
ん
で
聞
か
せ
、
よ
く
分
か

る
か
ど
う
か
確
か
め
て
か
ら
出
版
社
に
原
稿

を
渡
し
た
と
い
い
ま
す
。

　序
文
の
最
後
に
は「
も
し
本
書
が
、
１
人
で

も
２
人
で
も
迷
う
人
の
た
め
の
指
導
者
と
な

り
、
落
胆
し
て
い
る
人
に
力
を
添
え
、
泣
い

て
い
る
人
の
涙
を
拭
い
、
不
満
を
持
つ
人
の

心
を
な
だ
め
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
こ
れ

ぞ
著
者
の
望
外
の
喜
び
で
あ
り
、
ま
た
年
齢

も
恥
を
も
忘
れ
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
思
い
、

深
く
読
者
に
感
謝
す
る
」と
結
ん
で
い
ま
す
。

　昭
和
８（
１
９
３
３
）年
に
１
４
６
版
を
重

ね
た『
修
養
』は
、
優
れ
た
人
間
形
成
論
と
の

評
価
が
あ
り
、
全
国
の
青
年
ら
の
人
間
形
成

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
書
で
す
。

▲�新渡戸稲造『修養』


